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研究主題 児童の意欲を高め，多面的・多角的な見方や考え方を育てる社会科授業の工夫 

～小学校における社会科教育の現状と課題をふまえて～ 

 

要約： 本研究は小学校社会科において，児童の意欲を高め，多面的・多角的な見方や考え方を育成す

るための工夫を明らかにしようとしたものである。はじめに，各種調査の分析や児童・教師アン

ケートから，小学校社会科教育の現状と課題を把握した。そして，資料活用能力を高める工夫や

言語活動の充実を意識した授業実践を行った。その結果，児童の学習意欲は向上し，様々な視点

や立場から，社会的事象を見たり考えたりすることができるようになった。 

 

キーワード：資料活用能力，言語活動の充実，ウェビング，教材化，アクティブ・ラーニング 

 

Ⅰ はじめに 

 小学校社会科は，地域社会や我が国における

人々の社会生活を広い視野からとらえ，総合的に

理解することを通じて，公民的資質の基礎を養う

ことを究極的なねらいにしている教科である。    

公民的資質とは，平和で民主的な国家・社会の

形成者としての自覚をもち，自他の人格を互いに

尊重すること，社会的義務や責任を果たそうとす

ること，社会生活の様々な場面で多面的に考えた

り，公正に判断したりする態度や能力のことであ

る。公民的資質の基礎を養うためには，問題解決

的な学習過程を通じて，社会的事象を多面的・多

角的に考察したり，社会的事象の意味を考えたり

する必要がある。 

本実践は，社会科教育の方向を見据えたもので

あり，小学校社会科において育成すべき資質や能

力を子どもたちに育むという観点からも意義深

いものだと考える。 

 

Ⅱ 社会科学習における児童や教師の実態 

本校５年生に対するアンケート（平成２７年４

月実施）では，「社会科の学習が好き」と答えた

児童は６５％だった。また，７７％の児童が，社

会科は生活に役立つ教科だと答えていて，社会科 

 

学習を肯定的にとらえていることが分かった。一

方で，７５％の児童が，社会科は暗記教科だと答

えている。「社会は教科書の内容だけを覚えれば

いい」という意見もあった。 

加賀市内の３つの小学校教員や加賀市教育会

社会科部員に対するアンケートからは，限られた

時間の中で先生方が，指導法の改善や教材研究に

取り組んでいる姿が窺えた。６９％の教師は社会

科指導に苦手意識を持っているが，楽しい授業や

学力向上に向けて努力していることも分かった。 

石川県基礎学力調査（社会）の分析からは，複

数の資料を関連付けて考察したり，資料から読み

取ったことを基に，適切な言葉で説明したりする

ことに課題が見られた。問題やテーマを決めて討

論したり，多面的・総合的に考えたりする指導が

必要であると感じた。 

 

Ⅲ 研究のねらい 

社会科学習において，児童の意欲を高め，多面

的・多角的な見方や考え方を育てるためには，資

料活用能力の育成，話し合い活動の充実，ウェビ

ングや付箋の活用が有効であることを，実践を通

して明らかにする。 



Ⅳ 研究の視点 

本研究では，以下の３つの視点を意識しながら

授業実践を行う。 

（１） 資料活用能力の育成 

資料を正確に読み取ることができなければ，

事実を比較したり，考えを深めたりすることは

難しい。そこで，「資料の読み取りポイント」

を提示したり，穴埋め式のワークシートを使っ

たりしながら，資料活用能力を高める。 

（２）言語活動の充実 

考えたことを自分の言葉で伝えたり，お互い

の考えを深めたりするために，ペアやグループ

での話し合い活動を行う。また，ウェビングや

付箋を生かした学習を取り入れる。 

（３） 授業展開の工夫 

筆者が取材し教材化した授業を実践する。授

業の中では，児童の思考をゆさぶる場面や問い

返しの場面を設定する。また，アクティブ・ラ

ーニングを意識した学習を行う。 

Ⅴ 研究の方法 

本校第５学年３組の児童を対象に「これからの

食料生産とわたしたち」「自動車をつくる工業」

「これからの工業生産とわたしたち」の単元で授

業実践を行う。そして，抽出した授業の様子や感

想，ウェビングやアンケートなどから，児童の変

容を分析する。 

 

Ⅵ 実際の授業 

＜実践授業Ⅰ：これからの食料生産とわたしたち＞                                   

[資料活用能力の育成] 

食べ物の産地

調べでは，新聞

や広告を使用し

た。週末の課題

として，新聞切

り抜き活動を継

続していること

や，多様な情報の中から必要な情報を選択したり，

情報と情報を比較したりすることで，情報収集力

や情報活用力を育成できると考えたからである。

広告に出ていた国や都道府県の位置は，地図帳で

確認させた。首都や人口などの基本情報だけでな

く，縮尺を使って石川県と産地の距離を調べるこ

ともできた。  

国別食料自給率を確かめる場面では，「グラフ

の読み取りポイント」を提示したり，デジタル教

科書を使ったりしながら授業を進めた。読み取る

ポイントが明確になり，苦手意識を持っている子

どもでも，自信を持って学習に取り組んだ。 

 

[言語活動の充実]  

付箋を使っ

て調べた内容

を共有した。全

体的な傾向し

かわからなか

った児童でも，

具体的な数値

や根拠とする資料を見つけることができた。 

「食料を外国から輸入し続けること」について話

し合う場面で

は，自分の立場

を明確にする

ために名前プ

レートを使用

した。そして，

４人程度のグ

ループになり，理由を話したり，キーワードをホ

ワイトボードに書き出したりした。最後に，グル

ープの考えをクラス全体の前で発表した。 

 

[授業展開の工夫] 

栄養教諭をゲストティーチャーとして招き，給

食の食材についての特別授業を行った。子どもた

ちは，国産の食材を使用して給食を作っているこ

とを知った。そして，「広告調べでは，外国産の

食べ物が多かった。給食の食材はどうして国産が

多いのか？」という疑問を持った。このズレが子

どもたちの思考をゆさぶり，学習意欲を高めるこ

とになった。 



＜実践授業Ⅱ：自動車をつくる工業＞ 

[資料活用能力の育成] 

人と環境にやさしい自動車づくりの学習場面

では，交通事故の発生件数と交通事故の死者数の

ワークシート（図１）を使った。児童は，グラフ

の全体的な傾向を読み取るだけでなく，２つのグ

ラフを関連付けることもできた。読み取った事実

を基に，「なぜ，交通事故の発生件数が増えてい

るのに，交通事故の死者数は減っているのか」と

いう疑問を持った。そして，「エアバックやナイ

トビューなどの工夫があるからだ」と予想した。 

  ＜図１：児童が記入したワークシート＞ 

自動車技術の向上だけでなく，道路標識，警察や

消防，町の見守り隊などの活動にも目を向けなが

ら，交通事故の死者が減少している理由を考えて

いた。 

 

[言語活動の充実] 

＜図２：付箋を付け加えたウェビング＞ 

「安全・安心」「環境にやさしい」「人にやさし

い」のグループに分かれて活動する場面では， 

調べたことをシートに記入し，友達の意見には

赤の付箋，キーワードには青の付箋を貼って考

えをまとめた。思考活動と表現活動を繰り返す

ことで自分の考えを吟味することができた。 

[授業展開の工夫] 

子どもたちは，デジタル教科書や NHK for 

SCHOOL の映像を

見ることで，自動車

の組み立て工程に

ついて理解するこ

とができた。しかし，

自動車づくりの大

変さや流れ作業に

よる効果を実感することは難しかった。そこで，

紙を使った自動車づくりを取り入れることにし

た。より速く，効率的に自動車を作るために，グ

ループで作戦を立てたり，改善策を話し合ったり

していた。また，組み立て工場で働く人の視点だ

けでなく，販売者や消費者の立場，国際分業や比

較生産費説にも通じる視点にも目を向けること

ができた。 

富山県にある「光岡自動車」を教材化し，授業

実践を行った。yahoo マップや写真を使って，工

場の立地条件や作業工程を比較した。児童は，こ

の活動を通して，大手の自動車工場と中小の自動

車工場との共通点や相違点を見いだすことがで

きた。 

 

＜実践授業Ⅲ：これからの工業生産とわたしたち＞ 

[資料活用能力の育成] 

日本の輸入や

輸出の特色を読

み取る場面では，

穴埋め式と自由

記述式のワーク

シート（図３）

を用意した。子

どもの実態に応

じて，好きな方

を使うように指

示した。    ＜図３ 穴あき式ワークシート＞ 



自由に書き込むタイプを選択した子どもたちは，

形式にとらわれることなく，細かいことまで読み

取り，分かったことを詳しく記入していた。 

[授業展開の工夫] 

環境にやさしい会社の取り組みを知る場面で

は，金沢市にある「会宝産業」を取り上げた。不

要になった車の座席やシートベルトを利用して

作った「椅子」「財布」「バッグ」の写真を提示し

た。また，自動車を鉄の塊にする工程の映像を見

せた。児童は，興味を持って学習し，リサイクル

についての理解を深めた。さらに，会宝産業の取

り組みが農業分野にも広がっていることを紹介

すると，「自動車部品のリサイクルと野菜づくり

がつながるとは思わなかった。自分も環境のため

にできることはないか考えて，実行していきたい」

という意見が出た。 

 

Ⅶ 成果と課題 

・研究の成果 

＜ウェビングの変容＞ 

導入部にかいたウ

ェビング（図４）では

ワード数も少なく，車

の種類も限られてい

た。 

第５時終了時のウ

ェビング（図５）では，

自動車を中心に「種類」 

「シート工場」「組み

立て工場」「ねだん」

といったキーワード

が見られるようにな

った。しかし，書き出

している内容は，一面 

的な事実だけで，イメージの広がりはまだ少ない。 

単元終了後のウェビング（図６）では，ワード

の数が１０２個と飛躍的に増加した。このことか

ら，児童が自動車学習に意欲を持って取り組み，

知識を増やしたことが分かる。また，これまでは，

言葉を書き出すだけだったが，「環境にやさしい」 

＜図６：本単元終了後のウェビング＞ 

 

「安心・安全」「持続可能な社会」といったキー

ワードを結びつけることもできた。自分の考えを

可視化する方法として，ウェビングは大変有効な

手段であると考える。  

 

＜本学級児童のアンケート結果から＞ 

「社会の授業内容はよくわかる」の問いでは，「あ

てはまる」「どちらかというとあてはまる」と肯

定的に答えた児童は，導入前が８８％，終了後が

１００％で１２ポイント上昇した。「自分の考え

や調べたことを発表することはできますか」や

「社会科の勉強でもっとくわしく調べたいと思

うことがある」の問いでは，肯定的な意見が実践

前より４０ポイント近く増加した。 

資料の読み取りについてのアンケートでも，す

べての質問項目において実践前より肯定的な回

答が増えた。 

 

・今後の課題 

解決すべき課題として，次の３点をあげる。 

（１）ウェビングや付箋を使った指導の継続 

（２）話し合い活動の必然性と設定場面の再考 

（３）研究内容の焦点化と実践内容の共有化 

 

今後も「社会科は面白い」「社会科が好きだ」

と子どもたちから言ってもらえるような授業を

提供したい。また，公民的資質の基礎を養うこと

ができるように今後も努力していきたい。 

＜図４＞ 

＜図５＞  


